
　1897年（明治30年）の創業当時から、米穀や薪・炭など生活に必要な食料品・エネ
ルギー供給を担ってきたタツミは、LPガス販売事業に加え、機器販売、リフォーム・設
備（ショールーム）事業も展開、2016年（平成28年）からは電力の小売り販売も開始し
ている。
　また、地元の建築家などとのつながりを活かした住まいづくりの提案など生活に関
わる様々なサービスの提供と細やかなアフターサービスで、地域の人々の安全・安心、
快適な毎日を支える「掛川で最初のガス屋さん」として親しまれている。

タツミ株式会社

　毎月初旬に他の業務と並行しながら複数
人で５日間ほどをかけて行っていたという検
針業務。遠方への訪問や在宅時の検針を希
望される顧客に対する訪問日時の調整、駐
車場所への気遣いなどスタッフにかかる業
務負荷は大きかった。
　「かつて、検針業務にかかる負荷軽減を目
的に電話回線を利用した遠隔システムを検
討・採用していたのですが、なかなか思うよ
うにいかず頓挫したことがありまして」と話
すのは代表取締役の鳥居光さん。今回の
LPWA設置補助金申請について話を聞いた
際、システム変更に伴って変わる作業手順
に慣れるまでの不安や、設置によって期待で
きる効果がどの程度得られるかなど、設置の
検討には慎重になったという。しかし、遠隔での検針が可能になることによる業務負荷
軽減は喫緊の課題であり、また、補助金も利用できるのであればと導入を決めた。採
用メーカーの決定は、システム自体の使いやすさ、電波のカバーエリアはもちろん、毎
月かかる通信費についても比較検討し選定したという。

従業員の業務負荷軽減に向けて
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　今回の補助金で設置したのは顧客全体の約３割。設置箇所の選定は、検針スタッフ
にヒヤリングを行いつつ決定した。設置顧客への事前周知については特には行わず、
設置時に直接顧客に対し説明を行ったという。不在でお会いできなかった顧客にはチ
ラシを置いてくることで設置を知らせた。過去に電話回線による遠隔システムを利用し
ていた顧客も多かったことや、電気がすでにスマートメーターになっていることもあり、
LPWA機器の設置について顧客の理解を得ることはそれほど難しくなかったという。
　LPWA機器を設置してから１年弱が過ぎた現在、ガスの利用状況やメーター遮断原
因なども事務所内で確認ができるため、「ガスが止まった」「ガス臭い」などの問い合わ
せにも速やかに対応が可能となり、お客さまの安全保持に寄与している。また、冬場の
ガス切れの心配も減り、配送業務の効率化も図れていると鳥居さんは実感している。

安全保持・業務効率化への寄与を実感

　スマートフォンなどで使用量や料金などの確認をするのが当たり前になってきてい
る昨今、今後は検針票のデジタル化によるコスト削減も視野に、全顧客へのLPWA機
器設置を目指したいと言う。
　ただ、「毎月の検針で得られていた顧客との定期的な接点が減ってしまうことにはな
るので、検針訪問以外でのコミュニケーション機
会の創出や、デジタル化への対応が難しい顧客
へのフォローなどについても考えていく必要が
ある」と鳥居さんは先を見据えている。

今後の展望について
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


